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「道の駅」用地取得費など「道の駅」用地取得費など
一般会計補正額3億6752万円

９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日（
水
）よ
り
14
日

（
金
）ま
で
の
10
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
た
。

平
成
29
年
度
各
会
計
決
算
、
平
成
30
年
度
各

会
計
補
正
予
算
、
契
約
の
締
結
、
人
事
な
ど

25
件
が
審
議
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

請
願
は
、
１
件
提
出
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ

た
。
な
お
、継
続
審
査
中
の
請
願
１
件
は
、

願
意
妥
当
で
採
択
さ
れ
、
意
見
書
を
提
出
し

た
。
一
般
質
問
は
、
５
名
の
議
員
が
行
い
、

当
面
す
る
諸
問
題
を
町
長
に
質
問
し
た
。

定例会のあらまし

9月
定例会

新しい直売所整備が予定されている新しい直売所整備が予定されている

そ
の
他

 
主
な
補
正

そ
の
他

 
主
な
補
正

◆農業経営トップランナー育成支援事業

◆町道維持補修・除排雪等委託料

◆除雪対策基金積立金

◆下水道事業特別会計繰り出し金

◆道の駅整備等用地購入

550万円

7770万円

1億円

1270万円

3047万円

黒沢橋旧橋解体工事請負契約黒沢橋旧橋解体工事請負契約 温水プール解体工事温水プール解体工事

種
子
法
廃
止
に
伴
う
万
全

の
対
策
を
求
め
る
請
願

（
6
月
定
例
会
継
続
審
査
）

（
要
旨
）

　
主
要
農
作
物
種
子
法
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
試

験
場
等
の
取
り
組
み
が
後
退

し
な
い
よ
う
予
算
の
確
保
等

を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
地
域

の
共
有
財
産
で
あ
る
「
種
子
」

を
民
間
に
委
ね
な
い
よ
う
対

策
を
講
じ
る
こ
と
。

請
願
者

置
賜
農
民
連
会
長

　
小
林
茂
樹
（
南
陽
市
）

小
国
町
農
民
連

　
本
間
義
信
（
小
国
町
）

付
託
委
員
会

　
文
教
産
建
常
任
委
員
会

委
員
会
の
結
果

　
採
択

本
会
議
の
採
決
結
果

　
採
択 請

願

人　事人　事人　事人　事
教
育
長
（
再
任
）

　
遠
藤
啓
司
氏
（
大
宮
）

　
任
期
‥
平
成
30
年
10
月
15
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
33
年
10
月
14
日

教
育
委
員
（
新
任
）

　
伊
藤
優
子
氏
（
北
）

　
任
期
‥
平
成
30
年
10
月
1
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
34
年
9
月
30
日
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平成29年度決算を認定

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に

反
対
し
、
安
全
・
安
心
な

タ
ク
シ
ー
を
国
に
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
要
旨
）

　
利
用
者
の
安
全
・
安
心

に
大
き
な
懸
念
の
あ
る
業

態
で
あ
る
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」

に
つ
い
て
、
そ
の
容
認
を
行

わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
地

域
公
共
交
通
の
維
持
・
発

展
に
向
け
た
諸
施
策
を
講

じ
る
よ
う
要
望
す
る
こ
と
。

請
願
者

一
般
社
団
法
人
　

　
山
形
県
ハ
イ
ヤ
ー
協
会

　
　
会
長
　
石
川
康
夫

　
　
　
　
　（
山
形
市
）

全
国
自
動
車
交
通

　
労
働
組
合
連
合
会

　
　
山
形
地
方
本
部

執
行
委
員
長

　
遠
藤
栄
二
（
山
形
市
）

付
託
委
員
会

　
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
会
の
結
果

　
継
続
審
査

本
会
議
の
結
果

　
継
続
審
査

■ 一般会計歳出の概要

主な企業会計
■ 病院事業会計

■ 介護老人保健施設事業会計

小国小学校改築事業費に充てた地方債の元金償還が開始となったことなどから、公債費で前年度比1

億7800万円の増額となった。また、道の駅拡充事業、環境型雇用創出産業立地推進事業などにより

商工費で前年度比1億1439万円の増額となった。一方、防災情報伝達システムの整備完了に伴い消防

費は、前年度と比べて3億6358万円の大幅な減額となった。

医業収益は、入院収益が20.8％の増。外来収益が1.6％の減。費用面では、人件費等は、減っているが光

熱費等が増え0.6％の増となった。一般会計負担金は、3億7600万円となり15.7％増となった。

事業収益は、利用者を維持できたこと、平均介護度が上がった事により約8.5％の増となった。

一般会計負担金は、9862万円となり18.5％の増となった。

平成29年度　　　　（円） 平成28年度　　　　（円） 比　較　　　　　　（円）

病院事業収益

病院事業費用

収支（収益－費用）

1,600,000

1,200,000

800,000

400,000

0
（単位：千円）

1,067,543,131

1,104,516,270

－36,973,139

960,962,163

1,097,747,100

－136,784,937

106,580,968

6,769,170

99,811,798

平成29年度　　　　（円） 平成28年度　　　　（円） 比　較　　　　　　（円）

老健施設事業収益

老健施設事業費用

収支（収益－費用）

353,121,826

342,032,378

11,089,448

325,555,349

319,297,110

6,258,239

27,566,477

22,735,268

4,831,209

平成29年度主な一般会計歳出

総
務
費

民
生
費

衛
生
費

土
木
費

消
防
費

教
育
費

公
債
費

商
工
費

農
林

水
産
業
費

平成29年度
平成28年度

983,123983,123

1,306,8851,306,885

546,249546,249

253,801253,801 266,699266,699

428,023428,023

846,404846,404

451,574451,574

1,072,8171,072,817
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■
　
地
域
振
興
室
管
理
事
業

に
つ
い
て
、
小
玉
川
地
区

に
設
置
し
て
い
る
振
興
事

務
所
の
活
動
へ
の
評
価
と
、

そ
れ
を
町
内
の
各
地
域
へ

ど
う
つ
な
げ
て
い
く
考

え
か
。

■
　
平
成
29
年
に
小
玉
川

地
区
か
ら
南
部
地
区
全
体

へ
拡
大
し
た
。
既
存
の
事

業
と
新
し
い
事
業
を
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
地
域
づ
く

り
を
進
め
た
過
程
で
、
道

筋
は
見
え
て
き
た
。

　
 
他
地
区
に
つ
い
て
、
北

部
地
区
で
広
域
的
に
事
業

を
行
う
視
点
で
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
配
置
す

る
な
ど
し
て
い
る
。
始
め

か
ら
地
域
の
人
た
ち
で
事

業
を
行
う
こ
と
は
難
し
い

中
で
、
人
材
配
置
を
し
な

が
ら
、
地
域
で
出
来
る
こ

と
を
試
行
し
て
い
き
、
各

地
域
の
課
題
を
見
つ
け
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

■
　
空
白
地
有
償
運
送
実
証

運
行
の
利
用
実
績
は
。

■
　
平
成
29
年
11
月
の
一

ヶ
月
間
、
北
部
地
区
で
２

台
の
レ
ン
タ
カ
ー
に
よ
り

実
証
運
行
を
行
っ
た
。
運

行
日
数
は
、
５
日
間
で
運

行
回
数
は
、
20
回
で
あ

っ
た
。
延
べ
利
用
人
数
は
、

63
名
。
主
な
行
き
先
は
、

自
宅
か
ら
サ
ロ
ン
や
公
民

館
、「
り
ふ
れ
」
で
あ
っ
た
。

■
　
そ
族
昆
虫
駆
除
事
業
の

予
算
執
行
率
が
６
・
３
パ

ー
セ
ン
ト
な
の
は
何
故
か
。

■
　
そ
の
年
に
よ
っ
て
ア
メ

シ
ロ
等
そ
族
昆
虫
の
発
生

状
況
が
異
な
る
の
で
、
例

年
同
様
の
事
業
量
と
は
限

ら
な
い
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
駆
除
を
依
頼

す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
も
含
め
て
広

く
事
業
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

■
　
小
河
川
整
備
事
業
の
選

定
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決

め
て
い
る
の
か
。

■
　
町
が
管
理
す
る
普
通
河

川
の
整
備
事
業
で
あ
る
。

地
域
の
状
況
、
住
宅
の
状

況
に
よ
っ
て
事
案
ご
と
に

国
・
県
対
応
要
望
の
選
別

を
含
め
現
場
を
確
認
し
対

応
を
考
え
て
い
る
。

■
　
昨
冬
は
、
水
不
足
で
大

変
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
原

因
は
何
で
あ
っ
た
か
。
ま

た
、
新
水
源
地
が
整
備
さ

れ
た
が
、
今
冬
は
、
大
丈

夫
か
。

■
　
昨
冬
に
つ
い
て
は
、
１

月
後
半
の
寒
波
が
続
い
た

事
が
原
因
で
あ
っ
た
。
今

冬
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

水
量
の
状
況
で
あ
れ
ば
足

り
る
と
考
え
て
い
る
。

■
　
移
住
・
定
住
促
進
に
向

け
た
ピ
ー
ア
ー
ル
活
動
は

ど
の
よ
う
な
展
開
を
し
て

い
く
の
か
。

■
　
各
課
の
支
援
制
度
を
パ

ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
と
と
も

に
、
移
住
希
望
者
向
け
に

「
お
ぐ
に
っ
き
」
と
い
う

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し

た
。
今
後
、
県
外
や
特
に

中
央
都
市
部
へ
の
発
信
に

役
立
て
た
い
。

QA

QA

QQ Q AA

A

QA

決算審査
特別委員会
質疑

委員長　　伊藤重廣
副委員長　間宮尚江

決算審査特別委員会

Q A&
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■
　
サ
ル
の
被
害
状
況
並
び

に
生
態
調
査
に
つ
い
て
現

在
の
状
況
は
。

■
　
昨
年
は
１
６
９
頭
捕
獲

し
た
。
現
段
階
で
は
、
被

害
報
告
は
減
っ
て
い
る
。

被
害
防
止
対
策
と
し
て
は
、

電
気
柵
設
置
が
有
効
で
あ

る
。
専
門
家
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
雌
雄
別
、
大

き
さ
別
等
、
生
態
調
査
を

今
後
も
行
っ
て
い
く
。

■
　
マ
タ
ギ
の
郷
交
流
館
、

水
源
の
郷
交
流
館
、
金
目

そ
ば
の
館
の
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
、
利
用
の
実
績
、
評

判
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

■
　「
マ
タ
ギ
の
郷
交
流
館
」

に
つ
い
て
は
、
レ
ス
ト
ラ

ン
の
利
用
者
数
が
１
０
０

１
名
と
な
っ
て
お
り
、
地

元
の
鶏
卵
で
作
る
オ
ム
ラ

イ
ス
や
引
っ
張
り
う
ど
ん

が
評
判
に
な
っ
て
い
る
。

　「
水
源
の
郷
交
流
館
」
で

は
地
元
の
産
物
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
お

り
、
そ
ば
が
中
心
。
利
用

者
数
は
３
５
９
３
名
で
小

国
さ
ん
の
わ
ら
び
粉
や
そ

ば
が
き
な
ど
を
提
供
し
て

い
る
。「
金
目
そ
ば
の
館
」

で
は
手
打
ち
そ
ば
を
提
供

し
て
お
り
、
利
用
者
数
は

１
９
４
１
名
。
Ｊ
Ｒ
関
連

の
雑
誌
に
載
り
、
11
月

に
は
渋
滞
が
起
き
る
ほ
ど

来
客
が
あ
っ
た
。

■
　
療
食
業
務
を
委
託
し
た

こ
と
に
よ
る
影
響
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。

■
　
受
託
業
者
に
対
し
、
町

内
産
食
材
の
、
よ
り
多
く

の
購
入
と
利
用
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
療
食
メ
ニ

ュ
ー
の
作
成
も
含
め
て
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
町
内

業
者
か
ら
の
直
接
購
入
が

減
少
し
た
実
績
と
な
っ
た
。

■
　
人
工
透
析
患
者
送
迎
事

業
の
運
行
管
理
委
託
料
で

�
小
国
タ
ク
シ
ー
が
約

4
3
0
万
円
、
A
L
S
O
K

（
ア
ル
ソ
ッ
ク
）山
形
�
が

約
9
2
0
万
だ
が
、
委
託

期
間
が
半
年
間
と
同
じ
な

の
に
金
額
が
倍
に
な
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

■
　
冬
季
間
だ
け
利
用
を
希

望
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
い

て
、
そ
の
期
間
の
車
両
を

一
台
増
や
し
対
応
し
た
た

め
運
行
回
数
が
増
え
た
。

　
　
ま
た
新
委
託
先
の
委
託

期
間
は
準
備
期
間
を
含
め

た
８
月
か
ら
３
月
ま
で
と

な
っ
た
。

■
　
介
護
職
な
か
ま
創
出
事

業
に
お
い
て
、
資
格
取
得

の
実
績
と
、
受
講
者
募
集

の
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

■
　
受
講
し
修
了
し
た
方
は

３
名
で
、
う
ち
１
名
は
小

国
高
校
生
で
あ
っ
た
。
町

内
へ
の
就
職
に
は
結
び
つ

か
な
か
っ
た
が
、
初
任
者

研
修
を
受
講
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
こ
と
は
、
今
後

に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
る
。

　
　
募
集
に
つ
い
て
は
「
広

報
お
ぐ
に
」
に
掲
載
す
る

こ
と
に
加
え
、
小
国
高
校

へ
の
事
業
周
知
な
ど
を
行

っ
た
。
今
後
は
移
住
施
策

と
の
連
携
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

■
　
学
校
給
食
に
お
い
て
、

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童

生
徒
へ
の
献
立
を
ど
の
よ

う
に
作
成
し
て
い
る
か
。

■
　
毎
月
作
成
さ
れ
る
献
立

表
を
事
前
に
担
当
者
が
確

認
し
、
加
え
て
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
心
配
な
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
も
確
認
し

て
い
た
だ
き
対
応
し
て
い
る
。

QQ AA

AA Q

QA

QQ A

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告
書（
要
旨
）

　「
白
い
森
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
推
進
事
業
」
や

「
移
住
定
住
促
進
事
業
」
は
、
人
口
減
少
や
過
疎
化
の

進
行
に
お
け
る
地
域
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
評
価
さ
れ
る
。

　
税
収
の
大
幅
な
伸
び
を
期
待
す
る
こ
と
が
難
し
い

状
況
に
あ
っ
て
、
各
種
事
業
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
予
算
編
成
の
段

階
か
ら
取
り
組
み
方
法
等
を
考
え
、
効
果
的
、
効
率

的
な
執
行
を
望
む
。

　
平
成
29
年
度
各
会
計
決
算
12
件
に
つ
い
て
は
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
の
で
意
見
を
付
し
報
告
す
る
。

１
　
移
住
交
流
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
を
図
る
た

め
、
子
育
て
、
教
育
、
住
ま
い
や
就
労
な
ど
の
各

種
施
策
を
「
移
住
推
進
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し

て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
組
織
横
断
的
な
取
り
組
み

や
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
一
方
、

執
行
率
が
低
い
事
業
も
み
ら
れ
た
。
執
行
方
法
や

周
知
方
法
等
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
工
夫
し
取
り
組

ま
れ
た
い
。

２
　「
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
・
用
途
別
管
理

計
画
」
に
お
い
て
、
各
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
方
針
を
整
理
さ
れ
た
が
、
社
会
環
境
の

急
激
な
変
化
を
踏
ま
え
、
早
期
に
方
向
性
を
結
論

付
け
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
環
境
や
安
全
性
を
考

慮
し
適
正
な
維
持
管
理
を
望
む
。



町
の
考
え
を
問
う
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町
の
考
え
を
問
う

一般質問

一般質問とは一般質問とは

検  索検  索小国町議会

小林　嘉議員

●「白い森まるごとブラ
ンド構想」と「地域総
合商社」について

7ページ

米野貞雄議員

●車検切れの車を公務に
使用した件について

10ページ

小関和好議員

●高収入品目植樹植栽事
業の取組みについて　

●少子化対策について

8ページ

石山久美子議員
●障がい児童・生徒への
支援について

11ページ

間宮尚江議員

●空き家対策の進捗状
況について

9ページ

　9 月定例会では、5 人の議員が一般質問を行い、
2 日間にわたり議論を展開しました。
　質問と答弁を要約した内容は 7 ページから 11
ページです。
　なお全文記録 ( 議事録 ) は小国町議会ホームペ
ージに掲載しますのでご覧ください。
スマートフォンからもご覧いただけます

　9 月定例会では、5 人の議員が一般質問を行い、
2 日間にわたり議論を展開しました。
　質問と答弁を要約した内容は 7 ページから 11
ページです。
　なお全文記録 ( 議事録 ) は小国町議会ホームペ
ージに掲載しますのでご覧ください。
スマートフォンからもご覧いただけます

議員が町長などの執行機関に対し行財政全般にわたり、事務の

執行状況や将来の方針などについて、所信や疑問をただすこと、

あるいは報告や説明を求めることを言います。

本町議会の質問時間は、1人60分以内で、答弁時間を含みます。

議員が町長などの執行機関に対し行財政全般にわたり、事務の

執行状況や将来の方針などについて、所信や疑問をただすこと、

あるいは報告や説明を求めることを言います。

本町議会の質問時間は、1人60分以内で、答弁時間を含みます。



小
林
　「
白
い
森
ま
る
ご
と

ブ
ラ
ン
ド
構
想
」
は
、
広
い

分
野
に
わ
た
る
構
想
と
認
識

し
て
い
る
が
、
現
在
、
何
に

力
点
を
置
い
て
戦
略
を
組
み
、

そ
れ
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

町
長
　「
白
い
森
ま
る
ご
と

ブ
ラ
ン
ド
構
想
」
と
は
本

町
が
有
す
る
豊
か
な
自
然
、

生
活
文
化
、
多
様
な
人
材

な
ど
が
生
み
だ
す
農
林
水

産
物
や
伝
統
文
化
、
町
内

企
業
の
生
産
品
や
教
育
、

子
育
て
、
福
祉
、
防
災
な
ど

の
暮
ら
し
や
す
さ
と
い
う
視

点
を
含
め
、
町
全
体
を
ブ

ラ
ン
ド
化
す
る
も
の
で
、
住

民
満
足
度
の
向
上
と
町
外

に
お
け
る
小
国
町
の
認
知

度
の
向
上
を
図
り
、
地
域
経

済
の
発
展
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。

　
昨
年
四
月
に
「
白
い
森

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室
」
を
設

置
し
、
白
い
森
お
ぐ
に
の

認
知
度
の
向
上
、
町
民
に

よ
る
自
発
的
な
活
動
へ
の

支
援
、
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド

の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
等
、
組
織
横
断
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　
本
年
度
は
、
国
の
地
方

創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

し
「
地
域
総
合
商
社
」
の

設
立
に
向
け
、
準
備
を
進
め

て
い
る
。

小
林
　
地
域
総
合
商
社
は

「
稼
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
」
と

聞
く
が
、
そ
の
役
割
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

町
長
　
小
国
町
に
は
、
優

れ
た
地
域
資
源
は
あ
る
も

の
の
、
残
念
な
が
ら
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
展
開
さ
れ
に
く

い
状
況
に
あ
る
。
い
い
も
の

は
外
か
ら
評
価
さ
れ
て
初

め
て
い
い
も
の
に
な
り
「
稼

ぐ
」
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く

が
、
資
金
力
、
経
験
・
ノ
ウ

ハ
ウ
、
時
間
的
制
約
等
か
ら

個
別
の
生
産
者
や
事
業
者
が
、

強
み
を
発
掘
し
、
磨
き
上
げ
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
、
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
い
く
に
は
限
界

が
あ
る
。
地
域
資
源
を
あ
る

程
度
、
包
括
的
・
集
中
的

に
管
理
・
運
営
し
「
稼
ぐ

仕
組
み
」
と
し
て
設
立
・
運

営
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

小
林
　
地
域
商
社
の
司
令
塔

と
な
る
経
営
責
任
者
に
３
９

６
名
の
応
募
が
あ
っ
た
と
聞

く
が
、
採
用
予
定
者
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
の
か
。

町
長
　
事
業
を
実
施
し
て
い

く
に
は
、
企
画
力
、
売
り

込
む
力
、
地
域
を
巻
き
込

む
力
が
必
要
で
あ
り
、
高
度

な
専
門
性
と
ビ
ジ
ネ
ス
経
験

を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、

行
政
だ
け
で
行
う
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
検
討
段
階

か
ら
当
該
事
業
に
関
与
し
、

「
地
域
総
合
商
社
」
の
組
織
、

経
営
戦
略
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
検
討
・
策
定
し
、
そ

れ
を
実
践
し
て
い
く
方
を
外

部
か
ら
公
募
し
た
。

　「
地
域
総
合
商
社
」
の
具

体
的
な
事
業
内
容
は
着
任
後
、

当
町
を
調
査
・
分
析
し
、

町
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
、

お
ぐ
に
白
い
森
株
式
会
社

を
は
じ
め
と
す
る
既
存
の
第

三
セ
ク
タ
ー
と
の
関
係
を
含

め
具
体
的
な
組
織
の
あ
り

方
や
経
営
戦
略
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
、
白
紙
的
に
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　「
儲
か
る
」「
儲
か
ら
な
い
」

の
判
断
が
必
要
な
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
経
営
戦

略
責
任
者
に
は
、
地
域
総

合
商
社
は
既
存
の
事
業
者

の
事
業
を
奪
う
と
い
う
発

想
で
は
な
く
、
う
ま
く
補

完
し
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
活
用
し
、
市
場
か
ら
一

円
で
も
多
く
稼
ぐ
こ
と
を

期
待
す
る
。

小
林
　
世
界
シ
ェ
ア
七
割
を

超
え
る
ブ
ラ
ン
ド
品
を
持
つ
、

町
内
中
核
企
業
と
の
関
係
を

更
に
深
め
て
い
く
べ
き
。

町
長
　
中
核
企
業
と
の
太

い
人
脈
を
更
に
強
固
に
し
て

い
く
。

7 小国町ぎかいだより■OCTOBER.2018

広
い
分
野
の
構
想
、

今
後
の
進
め
方
は

世
界
ブ
ラ
ン
ド
の

工
業
製
品
・
製
造
工
場

経
営
戦
略
責
任
者
は

地
域
総
合
商
社
と
は

一 般 質 問一 般 質 問

町
長

町
長

町
長

町
長

小
林

小
林

小
林

小
林

小 林 　 嘉 議員
こ ばやし よしみ

「
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
室
」で
推
進

小
国
に
合
っ
た

「
稼
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
」

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

検
討
・
策
定
・
実
践

白い森まるごとブランド構想と
　　　　地域総合商社について



＊
高
収
入
品
目
植
樹
植

栽
事
業
に
つ
い
て

小
関
　
町
で
は
、
本
年
６
月

に
森
林
資
源
の
利
活
用
と
町

の
活
性
化
と
し
て
講
演
会
を

開
催
す
る
と
と
も
に
広
葉
樹

の
活
用
方
法
を
探
る
た
め
試

験
的
な
植
樹
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
ま
た
、
民
間
で
は
、
ク
ロ

モ
ジ
の
木
を
活
用
し
た
商
品

化
と
販
売
を
手
掛
け
て
い
る
。

森
林
資
源
の
活
用
は
、
白
い

森
ブ
ラ
ン
ド
の
一
翼
を
担
う

事
業
と
し
て
期
待
さ
れ
る
と

考
え
る
。

　
民
間
へ
の
支
援
を
含
め
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

町
長
　
町
土
の
約
95
％
が

森
林
で
あ
る
本
町
に
お
い
て
、

特
用
林
産
を
含
め
多
面
的

な
資
源
利
用
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
平
成

28
年
度
よ
り
高
収
入
品
目

植
樹
植
栽
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
町
内
民
間
団
体

が
ク
ロ
モ
ジ
を
活
用
し
た

ア
ロ
マ
や
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム

の
開
発
・
販
売
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
は
承
知
し
て
お

り
、
担
当
課
に
は
、
森
林
管

理
署
や
山
形
県
へ
の
情
報

提
供
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

よ
う
指
示
を
し
て
い
る
。

　
高
収
入
品
目
植
樹
植
栽

事
業
に
つ
い
て
は
、
広
葉
樹

を
活
用
し
た
森
林
整
備
の

促
進
と
新
た
な
森
林
産
業

づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う

引
き
続
き
調
査
研
究
を
進

め
て
い
く
。

　
民
間
支
援
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
国
や
県
の
助
成
制

度
の
紹
介
や
情
報
提
供
に

努
め
て
い
く
が
、
す
で
に
商

品
化
さ
れ
販
売
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
の
で
民
間
の

活
力
の
さ
ら
な
る
発
揮
に

期
待
し
て
い
る
。

＊
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

小
関
　
本
年
６
月
定
例
会
で

も
一
般
質
問
を
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
調
査
で
平
成
30
年

度
の
出
生
見
込
み
は
26
人
で

あ
る
と
い
う
。
こ
の
事
は
、

高
校
の
存
続
・
労
働
力
不
足
、

果
て
は
町
の
景
況
に
も
大
き

く
関
係
し
て
く
る
と
考
え
る
。

危
機
感
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

ち
少
子
化
へ
の
対
策
を
講
ず

べ
き
と
思
う
が
町
長
の
考
え

を
再
度
伺
う
。

町
長
　
出
生
数
減
少
の
要

因
と
し
て
は
、
若
い
世
代
の

人
口
が
減
少
し
て
い
る
事
、

婚
姻
数
が
少
な
い
事
な
ど

複
合
的
な
要
素
が
重
な
っ
て

生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
多
様
な
政
策
を
展

開
し
少
子
化
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

６
月
議
会
で
も
仲
人
の
よ

う
な
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配

置
に
つ
い
て
提
案
を
い
た
だ

い
た
が
、
結
婚
に
つ
い
て
は

個
人
の
考
え
方
や
価
値
観

に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
の

で
現
時
点
で
は
、
民
間
の
方
々

が
取
り
組
ま
れ
る
出
会
い

の
場
の
創
出
に
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
若
者
の
定
住
促
進
と
U

タ
ー
ン
・
I

タ
ー
ン
な
ど
移

住
に
よ
る
若
者
の
確
保
や

企
業
の
新
卒
者
の
確
保
な

ど
実
績
が
あ
が
っ
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
な
の
で
、
引
き
続

き
、
若
者
の
町
外
流
出
抑
制

と
転
入
促
進
の
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
、
子
育
て
世
代
の

経
済
的
、
精
神
的
な
負
担

の
軽
減
に
向
け
多
様
な
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
て
い
く
事

に
よ
り
、
町
全
体
で
子
育
て

を
支
援
す
る
機
運
が
高
ま
り

少
子
化
対
策
に
つ
な
が
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

小
関
　
子
育
て
に
関
し
て
は
、

他
町
村
よ
り
恵
ま
れ
た
環
境

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
今
年
度
８
月

ま
で
の
婚
姻
数
は
８
組
で
あ

る
。
29
年
度
出
生
数
31
人
、

今
年
度
26
人
、
来
年
度
も

期
待
で
き
な
い
と
い
う
状
況

は
深
刻
で
あ
る
。
29
年
度
飯

豊
町
で
は
57
人
、
関
川
村

で
は
35
人
生
ま
れ
て
い
る
。

子
供
の
存
在
は
、
自
治
体
の

基
本
中
の
基
本
で
あ
る
。
早

急
に
効
果
的
な
対
策
を
望
む
。

＊
そ
の
他
の
質
問

病
後
児
保
育
に
つ
い
て
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●高収入樹木の産業化に対して町の
　取組みは
●少子化に危機感と早急な対策を望む

今
後
の
展
開
と
方
策
は

少
子
化
は
危
機
的
状
況

飯
豊
町
57
人
、
関
川
村

35
人
の
出
生
数

町
長

町
長

小
関

小
関

小
関

森
林
資
源
を
活
か
し
た

小
国
創
生
に
取
り
組
ん

で
い
く

多
様
な
政
策
を
展
開
し

少
子
化
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る

小 関 和 好 議員
こ せき かず よし

一 般 質 問一 般 質 問



間
宮
　
空
家
対
策
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
が
制
定
さ

れ
、
既
に
３
年
以
上
が
経
過

し
た
。
本
町
で
も
「
空
き
家

改
修
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
」
と

し
て
具
体
的
施
策
展
開
が
見

ら
れ
「
関
係
人
口
」
増
加
へ

の
期
待
が
持
て
る
も
の
と
認

識
で
き
る
。

　
一
方
、
景
観
・
防
犯
・
衛

生
・
冬
期
間
の
漏
水
・
倒
壊

等
の
問
題
へ
の
早
急
な
対
応

が
喫
緊
の
課
題
で
は
な
い
か
。

昨
年
度
実
施
さ
れ
た
空
家
実

態
調
査
を
踏
ま
え
て
、
そ
の

後
空
家
対
策
計
画
策
定
に
向

け
た
検
討
は
ど
の
よ
う
な
進

捗
状
況
か
。

町
長
　
本
町
で
の
イ
ベ
ン

ト
や
地
域
行
事
の
手
伝
い

等
に
町
外
大
学
生
や
若
者

が
多
く
訪
れ
る
。「
空
き
家

改
修
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
」
は
、

お
試
し
滞
在
的
に
空
き
家

を
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
活

用
す
る
試
験
的
事
業
で
あ
る
。

こ
の
事
業
を
通
じ
て
関
係

人
口
の
増
加
、
空
き
家
利

活
用
に
繋
げ
た
い
。

　
昨
年
度
「
判
定
基
準
等
」

に
基
づ
く
調
査
を
実
施
し

た
結
果
は
、
対
象
件
数
２

１
６
件
の
う
ち
「
特
定
空
家
」

が
30
件
確
認
さ
れ
た
。

　
特
定
空
家
に
つ
い
て
は
、

居
住
者
不
在
に
よ
る
地
域

住
民
の
生
活
環
境
に
影
響

を
与
え
か
ね
な
い
状
況
で
あ

る
。
現
在
所
有
者
、
管
理
者

の
特
定
を
進
め
て
い
る
段

階
で
あ
る
。
個
々
具
体
の
事

案
に
対
し
、
行
政
が
関
与

す
べ
き
と
判
断
し
た
場
合
は

そ
の
根
拠
に
基
づ
く
措
置

を
講
ず
る
か
適
切
に
対
処
し

て
い
き
た
い
。

間
宮
　
今
年
の
冬
、
低
温
の

被
害
と
も
言
え
る
漏
水
、
そ

こ
か
ら
波
及
し
た
節
水
は
大

き
な
不
安
や
影
響
が
あ
っ
た
。

空
家
の
漏
水
を
知
っ
た
経
緯

は
、
目
視
や
音
に
頼
る
も
の

で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

漏
水
が
発
覚
し
た
の
は
８
軒

と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
年
の

漏
水
対
策
も
目
視
や
音
だ
け

に
頼
っ
た
調
査
で
い
い
の
か
。

町
民
税
務
課
長
　
昨
年
の

段
階
で
閉
栓
処
理
を
行
っ
て

い
な
い
空
家
に
つ
い
て
は
、

担
当
課
で
あ
る
地
域
整
備

課
に
情
報
提
供
を
行
い
、

降
雪
前
の
閉
栓
手
続
き
を

行
う
よ
う
文
書
で
の
通
知

を
行
う
た
め
、
協
議
を
行

っ
て
い
る
。

間
宮
　
２
０
１
５
年
か
ら
県

で
も
積
極
的
に
空
き
家
対
策

連
絡
調
整
会
議
が
発
足
さ
れ
、

そ
の
後
各
自
治
体
に
お
い
て

も
同
じ
よ
う
な
協
議
会
が
次
々

発
足
し
て
い
る
。

　
本
町
で
も
早
急
な
対
応
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
民
税
務
課
長
　
協
議
会

を
設
置
し
な
く
て
も
事
業

の
推
進
は
出
来
る
。
あ
る
程

度
の
方
向
性
が
決
ま
れ
ば
、

既
設
の
計
画
等
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
計
画
の
策
定

も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

間
宮
　
施
政
方
針
の
中
で
、

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
改
修
は
若

者
の
集
い
の
部
分
で
必
要
性

が
あ
る
と
う
た
っ
て
い
る
。

若
者
だ
け
の
交
流
と
い
う
よ

り
も
世
代
間
を
越
え
た
交

流
、
高
齢
者
の
方
た
ち
の
冬

季
間
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
い

う
役
割
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。

白
い
森
み
ら
い
創
生
監
　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
完
成
後

に
つ
い
て
は
若
者
限
定
の
利

用
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

広
く
町
内
外
の
方
に
使
っ
て

頂
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

そ
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

第
２
、
第
３
と
つ
な
げ
て

い
く
か
ど
う
か
判
断
し
て
い

き
た
い
。

間
宮
　
小
さ
な
町
の
大
き
な

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し
て
成

功
し
、
い
い
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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一 般 質 問一 般 質 問

空家対策の進捗状況について

空
家
対
策
計
画
策
定

に
向
け
た
検
討
は

空
き
家
対
策
連
絡
調

整
会
議
が
必
要
で
は

な
い
か

空
き
家
利
活
用
の
移
住
、

定
住
施
策
で
の
展
開
は

冬
季
間
の
漏
水
調
査
は

幅
広
い
世
代
対
応
を

個
々
の
事
案
に
対
し
適

切
に
対
応
す
る

今
後
協
議
、
検
討
し
て

い
く

策
定
も
含
め
協
議
検
討

し
て
い
く

今
後
、検
討
し
て
い
く

町
長

町
民
税
務
課
長

町
民
税
務
課
長

白
い
森
み
ら
い
創
生
監

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

間 宮 尚 江 議員
ま みや ひさ え



総務企画課で
管理

各課で管理

合　　　計

町
で
所
有
す
る
公
用
車

15台

118台

133台

公用車については、総務企画課で

管理するもの、消防車両や除雪に

使用する重機械など、担当課で管

理するものがある。

米
野
　
町
が
車
検
切
れ
の
車

を
、
公
務
に
使
用
し
て
い
た

と
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
た
が
、

車
検
切
れ
の
車
で
公
道
を
走

ら
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
法

律
違
反
で
は
な
い
か
。

町
長
　
法
律
違
反
な
の
か
ど

う
か
、
違
反
と
い
う
観
点
か

ら
言
え
ば
色
々
な
違
反
が
あ

る
。
駐
車
違
反
、
ス
ピ
ー
ド

違
反
、
こ
の
場
合
で
言
う
と
、

車
検
切
れ
の
車
を
運
転
し
た

違
反
と
な
ろ
う
か
と
思
う
。

　
た
だ
、
そ
の
違
反
の
中
に

も
確
信
犯
と
、
た
と
え
ば
免

許
が
切
れ
て
い
た
こ
と
を
知

ら
な
い
で
運
転
し
て
い
た
場

合
な
ど
、
そ
う
い
っ
た
種
類

が
あ
る
。
こ
こ
で
私
が
違
反

か
ど
う
か
と
い
う
判
断
は
出

来
な
い
。

米
野
　
車
検
切
れ
の
公
用
車

で
公
道
を
走
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
運
転
手
の
違
反

行
為
で
あ
り
、
知
る
知
ら
な

い
は
別
で
あ
る
。
走
ら
せ
た

こ
と
自
体
が
違
反
と
思
う
が
、

イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
で
答
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
長
　
そ
の
判
断
は
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
の
で
、
担
当

の
方
で
承
知
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
担
当
の
方
か
ら
答

え
さ
せ
る
。

総
務
企
画
課
長
　
こ
の
度
の

事
案
は
、
車
検
切
れ
で
あ
っ

た
事
実
は
事
実
で
あ
る
の
で
、

こ
の
場
で
も
お
詫
び
申
し
上

げ
る
が
、
発
見
に
至
っ
た
経

緯
に
つ
い
て
は
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

米
野
　
端
的
に
答
え
て
い
た

だ
け
な
い
。
千
葉
県
八
千
代

市
で
は
、
書
類
送
検
ま
で
し

て
い
る
。
国
も
事
態
を
重
視

と
い
う
記
載
も
あ
る
。
そ
れ

に
は
「
車
検
切
れ
の
車
の
走

行
は
法
律
違
反
」
で
あ
り
、

車
検
制
度
を
所
管
す
る
国
交

省
自
動
車
整
備
局
は
「
公
用

車
に
よ
る
法
律
違
反
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
う
っ
か
り

し
て
車
検
切
れ
に
、
と
い
う

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
管
理
を
」
と
言
っ
て
い
る

が
、
町
長
は
、
法
律
違
反
を

犯
し
て
し
ま
い
ま
し
た
、
と

い
う
言
葉
が
出
な
い
の
か
、

お
聞
き
す
る
。

町
長
　
経
緯
、
謝
罪
に
つ
い

て
は
総
務
課
長
、
担
当
で
あ

る
副
町
長
が
謝
罪
し
て
い
る
。

当
然
私
と
し
て
も
、
管
理
す

る
者
と
し
て
そ
う
い
っ
た
事

態
が
あ
っ
た
こ
と
は
申
し
訳

な
い
と
、
そ
う
い
う
形
は
あ

る
。
た
だ
、
懲
戒
処
分
の
審

査
会
で
決
め
た
こ
と
に
つ
い

て
、
私
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を

飛
び
越
し
て
謝
罪
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
は

収
拾
が
つ
か
な
い
の
で
、
そ

う
い
っ
た
ル
ー
ル
の
中
で
私

と
し
て
は
判
断
し
て
い
る
。

米
野
　
こ
の
度
の
事
案
は
、

私
は
法
律
違
反
だ
と
主
張
し

た
が
、
町
長
は
遺
憾
な
こ
と

だ
と
い
う
認
識
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

小
国
町
の
信
用
を
失
墜
さ
せ

た
と
い
う
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
こ
の
よ
う
に
不
名
誉

な
こ
と
を
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
最
高
責
任
者
で
あ
る
町

長
は
、
誠
意
あ
る
責
任
を
と

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長

に
そ
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長
　
事
案
ご
と
に
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、

十
分
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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車検切れ公用車使用は
　　　　　　明確な法律違反
町長の判断は

車
検
切
れ
の
車
使
用
は

法
律
違
反

規
則
に
背
け
ば全

て
違
反

小
国
町
の
信
用
失
墜

の
責
任
は
ど
う
す
る

町
長

町
長

町
長

町
長

総
務
企
画
課
長

米
野

米
野

米
野

米
野

私
が
判
断
で
き
な
い

そ
の
判
断
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い

私
が
謝
罪
す
る
と
収
拾

が
つ
か
な
く
な
る

公
用
車
の
車
検
切
れ
に

つ
い
て
は
国
も
事
態
を

重
視

事
案
ご
と
に
十
分
検
討

す
る

一 般 質 問一 般 質 問

米 野 貞 雄 議員
よね の さだ お

公用車の管理について



石
山
　
障
が
い
を
持
っ
て
授

業
に
臨
ん
で
い
る
児
童
生
徒

は
学
校
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、

進
学
を
目
指
し
て
い
る
。
県

立
米
沢
養
護
学
校
へ
進
学
を

希
望
す
る
場
合
、
こ
れ
ま
で

は
同
校
の
寄
宿
舎
を
利
用
し

て
い
た
が
、
学
区
制
度
で
新

た
に
県
立
長
井
工
業
高
等
学

校
内
に
米
沢
養
護
学
校
西
置

賜
校
が
開
設
さ
れ
た
た
め
、

長
井
市
へ
通
学
す
る
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
寄
宿
舎
が
廃

止
と
な
れ
ば
保
護
者
は
学
校

ま
で
の
通
学
が
大
き
な
課
題

に
な
る
。
支
援
策
は
。

町
長
　
県
立
米
沢
養
護
学
校

西
置
賜
校
に
つ
い
て
は
、
高

等
部
の
生
徒
の
通
学
へ
の
負

担
軽
減
、
保
護
者
の
不
安
解

消
に
向
け
西
置
賜
地
域
に
お

け
る
特
別
支
援
学
校
と
し
て

平
成
29
年
４
月
に
開
設
さ

れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
西

置
賜
地
域
在
住
の
生
徒
が
通

学
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
本
年
度
末
に
寄
宿

舎
が
廃
止
さ
れ
る
と
の
情
報

は
正
式
に
決
定
し
た
も
の
で

あ
る
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

石
山
　
町
外
へ
汽
車
通
学
と

な
れ
ば
途
中
の
乗
り
か
え
は

大
丈
夫
か
、
無
事
に
学
校
ま

で
到
着
で
き
る
か
、
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
か
と

保
護
者
の
不
安
や
心
配
が
尽

き
な
い
。

　
保
護
者
が
車
で
送
迎
と
な

れ
ば
負
担
が
大
き
い
。

　
支
援
は
な
い
の
か
。

町
長
　
本
町
出
身
の
生
徒
が

米
沢
養
護
学
校
で
学
ぶ
場
合
、

こ
れ
ま
で
寄
宿
舎
の
利
用
が

想
定
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に

西
置
賜
校
に
入
学
す
る
生
徒

が
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

現
在
通
学
を
前
提
と
し
た
支

援
制
度
は
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
も
養
護
学
校
へ

の
通
学
支
援
と
い
う
制
度
は

な
く
、
他
の
高
等
教
育
機
関

へ
の
入
学
と
同
様
の
取
り
扱

い
で
あ
る
。

石
山
　
障
が
い
の
あ
る
子
の

人
数
は
少
な
く
、
声
が
上
げ

ら
れ
ず
に
い
る
。

　
不
安
を
抱
え
な
が
ら
行
き

場
の
な
い
思
い
で
い
る
。
共

働
き
の
両
親
、
祖
父
母
と
の

同
居
で
は
な
い
た
め
、
保
護

者
が
送
迎
す
る
と
な
れ
ば
西

置
賜
校
近
く
へ
転
居
し
、
親

が
小
国
町
へ
通
勤
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
方
も
い
る
。

　
経
済
的
に
も
負
担
が
増
す

こ
と
に
な
り
、
支
援
策
は
な

い
の
か
。

町
長
　
障
が
い
の
あ
る
生
徒

が
特
別
支
援
学
校
で
学
ぶ
際

に
保
護
者
が
負
担
す
る
教
育

関
係
経
費
に
つ
い
て
、
家
庭

の
経
済
状
況
等
に
応
じ
て
国

及
び
地
方
公
共
団
体
が
補
助

す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
奨

励
費
の
対
象
と
な
る
経
費
は

通
学
費
、
給
食
費
、
教
科
書
費
、

学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
、

寄
宿
舎
用
品
費
等
で
あ
る
。

　
県
立
米
沢
養
護
学
校
西
置

賜
校
へ
の
進
学
の
場
合
は
こ

の
事
業
の
実
施
主
体
は
山
形

県
と
な
る
。

　
西
置
賜
校
の
開
設
に
よ
り

今
後
、
生
徒
が
進
学
を
希
望

す
る
こ
と
を
想
定
し
、
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。
た
だ
、
小
国
町
の
お

か
れ
て
い
る
立
地
特
性
か
ら

す
る
と
、
学
校
ま
で
の
距
離

な
ど
、
他
と
同
じ
よ
う
な
支

援
が
可
能
か
ど
う
か
、
他
の

高
等
教
育
と
の
兼
ね
合
い
な

ど
を
含
め
、
十
分
な
調
査
分

析
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
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一 般 質 問一 般 質 問

障がい児童・生徒への
　　　　　　支援策について

学
校
卒
業
後
の
支
援
は

障
が
い
の
あ
る
子
も

健
常
者
も
み
な
小
国

の
子
供
、進
学
支
援
の

制
度
は
な
い
の
か

安
全
な
通
学
が
で
き
な
い

町
長

町
長

町
長

石
山

石
山

石
山

「
特
別
支
援
教
育
就
学
奨

励
費
」の
補
助
が
あ
る

西
置
賜
校
は
通
学
の
負

担
軽
減
、保
護
者
の
不

安
解
消
が
ね
ら
い

現
在
通
学
支
援
制
度
は

な
い

石山久美子 議員
いし やま く み こ

米沢養護学校西置賜校
（県立長井工業高等学校2階の様子）



小
国
町
芸
術
ホ
ー
ル

の
建
設
を

　
　
小
国
高
校
３
年

　
　
　
　
齋
藤
紫
吹
議
員

質
問
内
容
（
要
約
）

　
数
年
前
に
実
施
さ
れ
た

ア
ン
ケ
ー
ト（
※
）で
不
満
が

顕
著
な
項
目
の
う
ち
、「
芸

術
・
文
化
に
触
れ
る
機
会
や

場
所
」
に
注
目
す
る
と
、
町

内
に
こ
う
し
た
施
設
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

　
２
０
０
〜
３
０
０
人
程
度

収
容
の
小
さ
な
も
の
で
も
い

い
の
で
、
映
画
や
演
劇
な
ど

を
鑑
賞
で
き
る
ホ
ー
ル
を
作

っ
て
は
ど
う
か
。

　
使
い
方
の
一
例
と
し
て
は
、

首
都
圏
の
小
さ
な
劇
団
に
練

習
場
所
と
し
て
貸
し
出
し
、

最
後
の
一
週
間
は
町
民
に
無

料
で
演
劇
鑑
賞
さ
せ
る
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
つ
い

で
に
、
劇
団
に
小
国
の
良
さ

を
体
感
し
て
帰
っ
て
も
ら
え

れ
ば
、
様
々
な
人
た
ち
の
町

へ
の
出
入
り
も
活
発
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

町
長
答
弁
（
要
約
）

　
現
在
単
独
の
施
設
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な

い
。
同
様
の
機
能
を
持
つ
も

の
と
し
て
は
、
小
国
小
学
校

の
体
育
館
や
総
合
セ
ン
タ
ー

が
挙
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
廃
校

校
舎
の
活
用
も
考
え
ら
れ
る
。

　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
、
現
在
、
新
し

い
総
合
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に

向
け
、
段
階
的
に
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　
提
案
の
あ
っ
た
文
化
ホ
ー

ル
の
機
能
な
ど
を
含
め
て
検

討
し
、
財
源
確
保
に
も
努
め

た
い
。

　
齋
藤
紫
吹
議
員
の
し
な
や

か
な
発
想
力
を
今
後
も
お
寄

せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

た
い
。

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を

町
全
体
で
開
催
を

　
　
小
国
高
校
３
年

　
　
　
　
八
幡
竜
馬
議
員

　
　
　
　
奥
村
広
之
議
員

質
問
内
容
（
要
約
）

　
小
国
町
の
強
み
を
生
か
し

た
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
町

全
体
で
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

季
節
に
合
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を

定
期
的
に
行
い
、
そ
の
な
か

で
小
国
町
の
お
酒
や
食
材
を

使
っ
て
お
も
て
な
し
を
行
え

ば
、
町
は
活
気
付
く
と
思
う
。

ア
イ
デ
ア
は
小
中
高
生
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
も
面
白

い
も
の
が
で
き
る
と
思
う
。

　
さ
ら
に
、
本
気
に
な
っ
て

宣
伝
す
る
こ
と
も
必
要
で
、

有
名
人
や
若
者
に
人
気
が
あ

る
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
な
ど
に

企
画
を
依
頼
す
る
方
法
も
あ

る
。
町
民
手
作
り
の
、
自
然

を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
町

全
体
で
行
う
こ
と
が
、
多
く

の
人
を
小
国
町
に
呼
び
寄
せ
、

町
を
活
気
付
け
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

※
ア
ン
ケ
ー
ト

　
平
成
27
年
５
月
町
が
中

学
生
以
上
の
全
町
民
を
対

象
と
し
て
実
施
し
た
も
の
。

 
 
齋
藤
議
員

　
本
番
は
と
て
も
緊
張
し
た
が
、

提
案
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と

が
出
来
た
。

　
ま
た
、
小
国
町
を
も
っ
と
知

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
。

　
高
校
生
の
と
き
に
貴
重
な
体

験
が
出
来
た
。

　
　
八
幡
議
員

　
質
問
を
考
え
る
こ
と

を
通
し
て
町
の
こ
と
を

学
ん
だ
り
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
せ
た
。

　
考
え
る
、
話
し
合
う
、

意
見
を
す
る
、
貴
重
な

体
験
だ
っ
た
。

　
　
奥
村
議
員

　
と
て
も
緊
張
し
た
。

班
別
意
見
交
換
会
で
は

皆
が
町
に
対
す
る
意
見

を
言
え
て
よ
か
っ
た
。

　
高
校
生
活
で
と
て
も

印
象
深
い
体
験
に
な
っ
た
。

感
想

感
想

感
想
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高校生議会
3名の高校生が一般質問形式で
堂々と町に対する要望を発言し
町長に答弁を求めました。

3名の高校生が一般質問形式で
堂々と町に対する要望を発言し
町長に答弁を求めました。

左：八幡議員　　右：奥村議員

齋藤議員



町
長
答
弁
（
要
約
）

　
小
国
町
に
は
町
外
に
誇
れ

る
地
域
資
源
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、
そ
れ
ら
を
町
外
に

広
く
発
信
し
、
評
価
し
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
今
「
お
ぐ
に
ま

る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
化
構
想
」

を
進
め
て
お
り
、
そ
の
中
で

提
案
の
あ
っ
た
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
や
、
S
N
S
等
を
活
用

し
た
宣
伝
に
も
取
り
組
み
た
い
。

　
お
２
人
の
議
員
に
は
本
日

の
た
め
に
友
と
力
を
合
わ
せ

小
国
の
将
来
に
つ
い
て
考
え

た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
い
つ

の
日
か
小
国
で
皆
が
輝
い
て

わ
く
わ
く
す
る
町
づ
く
り
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　一般質問終了後は3年生全員と議会議員との意見交
換会を行いました。

意
見
交
換
会
で

　
出
さ
れ
た
主
な
意
見

●
高
齢
の
方
が
集
ま
っ
て

話
せ
る
場
所
が
ほ
し
い
と

い
う
声
が
あ
る
。
ア
ス
モ

が
あ
る
が
、
ア
ス
モ
に
行

く
に
も
遠
く
、
行
っ
て
も

同
じ
メ
ン
バ
ー
に
な
る
。

行
き
や
す
い
場
所
に
公
園
や
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
遊

べ
る
場
所
が
あ
れ
ば
憩
い

の
場
に
も
な
り
、
い
い
と

思
う
。

●
カ
フ
ェ
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、

若
者
の
行
け
る
場
所
が
ほ

し
い
。

●
若
者
が
遊
べ
る
ス
ポ
ッ

ト
が
な
い
。
夜
開
い
て
い

て
若
者
が
集
ま
れ
る
お
し

ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
が
ほ
し
い
。

●
本
格
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
場
所
と
い
う
よ
り
は

遊
び
場
と
し
て
、
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
の
よ
う
な
身
体
を

動
か
せ
る
場
所
が
ほ
し
い
。

●
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
し
て

ほ
し
い
。
若
い
人
が
企
画
し
、

S
N
S
等
を
利
用
し
て
発

信
す
れ
ば
い
い
と
思
う
。

そ
こ
に
県
内
出
身
の
有
名

人
を
呼
ん
で
ほ
し
い
。

GROUPA

GROUPB

GROUPC
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議員交え３グループで
意見交換会
議員交え３グループで
意見交換会

意
見
交
換
会
後
の
高
校
生
か
ら
の
声

意見交換会のテーマ

　
様
々
な
事
を
話
せ

た
貴
重
な
時
間
だ
っ
た
。

卒
業
後
地
元
を
離
れ

る
が
、
小
国
と
い
う

す
ば
ら
し
い
町
が
今

よ
り
い
い
町
に
な
る

こ
と
を
願
う
。

　
グ
ル
ー
プ
の
話
し

合
い
で
は
、
小
国
町

の
課
題
に
つ
い
て
も

考
え
、
自
分
に
出
来

る
事
や
町
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
こ
と
を

見
つ
け
、
実
践
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
た
。

　
い
い
緊
張
感
も
あ

っ
た
し
、
自
分
の
考

え
を
小
国
町
の
現
状

と
比
較
し
な
が
ら
可

能
な
ア
イ
デ
ア
か
ど

う
か
も
話
し
合
え
た
。

　
小
国
を
知
っ
て
い

る
よ
う
で
ま
だ
ま
だ

知
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

議
員
の
方
々
と
の
交

流
で
小
国
の
良
さ
を

教
え
て
も
ら
い
、
充

実
し
た
時
間
だ
っ
た
。

　
高
校
生
で
は
体
験

す
る
こ
と
の
出
来
な

い
議
会
で
、
と
て
も

有
意
義
な
時
間
を
過

ご
せ
た
。
議
会
の
進

行
を
知
る
こ
と
が
出

来
て
、
と
て
も
い
い

経
験
だ
っ
た
。

Aグループ

「小国町にほしいもの」
B・Cグループ
「小国町には何もないのか」
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議 会 視 察 研 修

議会活性化に向け先進地へ議会活性化に向け先進地へ
7
月
3
日（
火
）

長
野
県
飯
綱
町

　
人
口
　
1
万
1
5
7
0
人

　
議
員
定
数
　
15
人

研
修
テ
ー
マ

議
会
改
革
と
政
策
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
に
つ
い
て

　
飯
綱
町
議
会
は
、
「
学

ぶ
議
会
」
と
「
議
員
の
自

由
討
議
」
を
柱
に
議
会
改

革
を
推
進
し
、
そ
の
目
覚

ま
し
い
成
果
で
地
方
議
会

関
係
者
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

　
飯
綱
町
は
、
「
平
成
の

大
合
併
」
に
よ
り
牟
礼
村
・

三
水
村
の
合
併
に
よ
り
誕

生
し
た
。
合
併
当
時
、
各

村
が
問
題
を
抱
え
て
お
り

議
会
の
活
性
化
を
進
め
ざ

る
を
得
な
い
状
況
か
ら
当

時
の
議
長
を
中
心
に
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
だ
と
い

う
事
で
あ
る
。
信
頼
さ
れ

る
議
会
を
目
指
し
「
政
策

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
導

入
し
町
民
参
加
型
の
議
会

を
目
指
し
懇
談
会
等
に
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

7
月
4
日（
水
）

新
潟
県
新
潟
市

　
人
口
　
81
万
1
5
7
人

　
議
員
定
数
　
51
人

研
修
テ
ー
マ

議
会
活
動
及
び
議
会
報
告

会
に
つ
い
て

　
新
潟
市
議
会
は
、
「
開

か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、

議
会
活
動
に
関
す
る
情
報

を
市
民
と
共
有
し
、
市
民

参
画
を
推
進
す
る
た
め
に

議
会
報
告
会
を
開
催
す
る

こ
と
を
決
定
し
市
内
全
８

区
で
報
告
会
を
開
催
し
て

い
る
。
そ
の
他
、
大
学
生
・

P
T
A
等
に
向
け
て
テ
ー

マ
を
絞
り
報
告
会
を
行
う

な
ど
積
極
的
に
市
民
参
加

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
報
告
会
内
容
と
し
て
は

1
、
定
例
会
で
審
議
さ
れ

た
内
容
の
概
要
報
告

2
、
市
民
と
の
意
見
交
換

と
い
う
事
で
あ
っ
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

次
の
3
点
が
述
べ
ら
れ
た
。

1
、
市
民
か
ら
の
意
見
等

を
ど
の
よ
う
に
活
か
し

て
い
く
か
。

2
、
報
告
会
当
日
で
の
意

見
に
対
し
て
の
答
弁
の

内
容
。

3
、
よ
り
多
く
の
方
が
参

加
で
き
る
開
催
形
態
。

研
修
を
終
え
て

　
自
治
体
の
大
き
さ
に
関

わ
ら
ず
、
住
民
の
考
え
を

ど
の
よ
う
に
行
政
側
へ
届

け
、
政
策
へ
反
映
さ
せ
る

か
、
今
ま
で
以
上
に
議
会

へ
の
視
線
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。

　
住
民
意
見
を
的
確
に
把

握
し
、
議
員
間
で
十
分
な

議
論
を
行
い
、
議
会
と
し

て
の
行
動
に
繋
げ
る
取
り

組
み
の
重
要
性
を
再
認
識

し
た
。

飯綱町役場内

新潟市役所内

む
れ
む
ら

さ
み
ず
む
ら
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委員会レポート Committee　Report

小国中学校 小国小学校

日時　平成30年８月１日～２日

視察先２
千葉市消防局　千葉市消防総合センター

視察先１
宇都宮市「養護老人ホーム　アオーラ而今」

所
管
事
務
調
査

期
間
　
平
成
30
年
6
月
〜
9
月

所
管
事
務
調
査
期
間
　
平
成
30
年
6
月
〜
9
月

組合が運営する養護老人ホームが今後民営化される
ため、同様規模で介護保険サービスが利用できる先
進的な取り組みをしている事業者の視察を行った。

自然災害や大規模火災等における情報収集での活躍
が期待される「ドローン（無人航空機）」運用の説
明を受け、実地訓練を視察した。

文
教
産
建
常
任
委
員
会

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

６
月
27
日（
産
業
振
興
課
）　

　
●
白
い
森
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
推
進
事

業
に
つ
い
て

　
●
い
き
い
き
街
づ
く
り
公
社
支
援
事
業
に
つ

い
て
　
他

８
月
16
日（
教
育
委
員
会
）　

　
●
小
国
小
・
小
国
中
学
校
校
舎
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

８
月
23
日（
産
業
振
興
課
）（
地
域
整
備
課
）　

　
●
道
の
駅
直
売
所
の
整
備
に
つ
い
て

　
●
コ
ロ
ラ
ド
州
訪
問
に
つ
い
て

　
●
高
温
少
雨
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
状
況
に

つ
い
て

　
●
渇
水
に
よ
る
水
道
の
状
況
に
つ
い
て
　
他

そ
の
他
　
　
　

　
地
域
総
合
商
社
設
立
に
向
け
た
進
捗
状
況
に

つ
い
て
、
経
営
戦
略
責
任
者
の
公
募
状
況
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
。

　
道
の
駅
直
売
所
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
用
地

の
取
得
、
直
売
所
建
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
た
。

8
月
10
日（
町
立
病
院
）　

　
●
「
新
小
国
町
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

8
月
22
日（
健
康
福
祉
課
）　

　
●
健
康
増
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

9
月
12
日（
町
立
病
院
）　

　
●
町
立
病
院
診
療
体
制
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
町
立
病
院
の
内
科
医
１
名
減
に
伴
う
診
療
体
制
の
変
更
及
び
町

民
へ
の
周
知
方
法
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　8月16日、昨年小国中学校内で発
生した転落事故を受けての安全対策
について、小国小学校、小国中学校
で現地確認を行った。
　小国中では転落防止ネットおよび
手すりの滑り止め設置、小国小では
正面玄関の階段踊り場に設置されて
いる落下防止柵の高さを上げる等、
対策が行われたことを確認した。

西置賜行政組合議会  行政視察
参加者（組合議員）　今　　康成・間宮　尚江
　　　　　　　　　石山久美子



議
会
に
対
し
て
の
ご
質
問
、ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局 

（
６
２
）２
４
４
８

次
は
12
月
定
例
会
で
す
。
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

 
 

　
ワ
ナ
ゲ
大
会
に
向
け
練
習

に
励
む
小
国
小
坂
町
の
本
町

八
木
沢
会
の
皆
さ
ん
に
お
聞

き
し
ま
し
た
。

Q
　
ワ
ナ
ゲ
の
魅
力
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
で
す
か
。

A
　
３
０
０
点
の
満
点
は
め

っ
た
に
出
ま
せ
ん
が
、
ワ
ナ

ゲ
台
の
９
本
の
棒
に
９
つ
の

輪
が
ピ
タ
リ
と
納
ま
っ
た
瞬

間
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。

Q
　
和
や
か
に
練
習
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
結
束
力
は
ど
こ

か
ら
き
て
い
ま
す
か
。

A
　
男
性
も
女
性
も
入
り
混

じ
っ
て
、
よ
り
多
く
得
点
す

る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
一

投
ご
と
に
得
点
を
数
え
て
、

一
喜
一
憂
し
な
が
ら
の
練
習

で
す
。
さ
ら
に
は
、
お
茶
を

い
た
だ
き
、
お
菓
子
を
食
べ

な
が
ら
「
和
気
あ
い
あ
い
」

で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

Q
　
替
え
歌
が
あ
る
そ
う
で

す
ね
。

A
　
ご
披
露
し
ま
す
。

「
ワ
ナ
ゲ
の
輪
の
よ
う
に
　

丸
く
な
り
　
い
つ
も
笑
顔
の

八
木
沢
会
　
腰
は
曲
が
る
し

白
髪
は
え
　
こ
れ
が
我
ら
の

勲
章
さ
」

（
炭
坑
節
の
曲
で
）

Q
　
10
月
12
日
（
金
）
に
ワ

ナ
ゲ
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
回
戦
で
は
優
勝
経
験
豊
富

な
亀
鶴
会
（
き
か
く
か
い
）
と

の
対
戦
で
す
が
、
意
気
込
み

は
い
か
が
で
す
か
。

A
　
頑
張
り
ま
す
。
本
町
会

館
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
緊
張
感
は
「
ハ
ン
パ
な

い
」
で
す
。

　
こ
の
ワ
ナ
ゲ
は
他
と
競
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平

常
心
で
ひ
た
む
き
に
ワ
ナ
ゲ

投
げ
台
に
向
か
い
、
１
チ
ー

ム
５
名
が
最
高
の
投
げ
を
し

て
、
一
回
戦
を
突
破
し
た
い

で
す
。

Q
　
小
国
町
議
会
へ
一
言
お

願
い
し
ま
す
。

A
　
八
木
沢
会
の
仲
間
も
高

齢
に
な
り
、
町
外
の
施
設
へ

入
所
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

町
内
に
施
設
が
あ
れ
ば
会
い

に
行
け
る
の
に
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
議
会
だ
よ
り
」
は

お
ぐ
に
広
報
と
違
っ
て
、
こ

れ
ま
で
よ
く
読
み
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
議
員
が
実
際
に
取

材
し
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た

り
し
て
記
事
を
作
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ご
苦
労
様

で
す
。

小
国

町
議

会
だ

よ
り
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暑
い
暑
い
７
月
、
８
月
を
過

ご
し
爽
や
か
な
10
月
を
迎
え
ま

し
た
。

　
今
回
は
ワ
ナ
ゲ
大
会
に
向
け

て
練
習
に
励
む
地
域
の
皆
様
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
人
口
が
減
少
し
、
子
供
の

声
も
な
か
な
か
聞
け
な
い
、
さ

み
し
い
で
す
。」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
ワ
ナ
ゲ
の
練
習
で

は
晴
れ
舞
台
に
立
つ
ア
ス
リ
ー

ト
の
よ
う
に
頼
も
し
く
、
若
返

っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
が

町
民
の
皆
様
に
届
く
こ
ろ
に
は

大
会
も
終
わ
り
、
秋
晴
れ
の

結
果
が
報
告
で
き
る
よ
う
に

祈
り
ま
す
。

石
山
（
記
）

発
行
責
任
者
　
　
　

議
　
　
長
　
高
野
　
健
人

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
小
関
　
和
好

副
委
員
長
　
今
　
　
康
成

委
　
　
員
　
石
山
久
美
子

間
宮
　
尚
江
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おらも
おぐに町民

おらも
おぐに町民

おらも
おぐに町民

町の人から
ちょっとひとこと

なかなか思い通りに入りません、
白熱する練習風景


